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富士山科学研究所（MFRI）
◆山梨県の組織（環境・エネルギー部と防災局の共管部局）
◆2014年4月，富士山の世界遺産登録に合わせて環境科学研究所から改組
◆現在火山防災研究センター所属は研究員枠10名



観測網の概要



◆何のための観測網構築？

・火山の活動を捉えるための観測デザイン

◆副次的に何ができる？

・相対重力計検定観測ライン

・静かな環境での各種精密観測，比較観測

・陸水の移動を捉える？

観測網の概要



観測網の概要

観測点 絶対重力測定 AC 通信 備考

MFRI
研究所

○
（基台２つ）

○ 光 基準点／国土地理院FGS

SL2ST
スバルライン２合目

– – 4G

SL4ST
スバルライン４合目大沢駐車場

– ○ 4G gPhoneによる連続観測予定

OKUNIWA
奥庭駐車場

– – 4G?

SL5ST
スバルライン５合目公社管理事務所

○ ○ 4G? 検定ライン終点／AG実施

RINDO4
軽水林道４合目大沢付近

– – 4G SL通行不可時に観測可能



火
口
出
現
？

研究所（MFRI）
・絶対重力観測
・相対連続観測
・キャンペーン観測

5合目（SL5ST）
・絶対重力観測
・相対連続観測
・キャンペーン観測

4合目（SL4ST）
・相対連続観測
・キャンペーン観測

２合目（SL2ST）
・キャンペーン観測

林道4合目（RINDO4）
・キャンペーン観測

奥庭（OKUNIWA）
・キャンペーン観測

富士北麓重力測定ライン

観測網の概要



観測網の概要



・2018年11月に国土地理院重力班によって測定実施
・測量により正確な標高を決定
→国土地理院の一等重力点に

観測点概要-MFRI



観測点概要-MFRI



観測点概要-SL5ST（道路公社管理事務所）
・2021年に新設（移設）
・通年24時間電源使用可能（いずれ常設化可能？）



観測点概要-SL5ST（道路公社管理事務所）
・2021年に新設（移設）
・通年24時間電源使用可能（いずれ常設化可能？）

床面状況



観測点概要-SL4ST

・通年電源を使用できるので連続観測点として整備（地震計も併設予定）



観測点概要-SL2ST,OKUNIWA

SL2ST

OKUNIWA



観測点情報-RINDO4
・スバルラインを通行しないで標高を稼いだ観測が可能になる点



これまでに実施された観測



絶対重力観測

2018年11月
⇨国土地理院による一等重力点設置

2021年3月
⇨東大地震研究所による2台のFG5比較観測

2022年9月
⇨東大地震研究所による2台のFG5比較観測，MFRI-SL5ST同時観測
⇨富士山科学研究所FG5（#225）による試験計測（レーザーは#109）

2022年12月（今朝まで！）
⇨国土地理院によるFG5及びAQGによる比較観測



MFRI-比較観測
・MFRI基準点はノイズレベルが低い
・２つの基台があり，簡単な比較計測が可能



・2022年9月にも実施

絶対重力観測



MFRI-比較観測
・国土地理院による2022年12月実施の比較観測



キャンペーン観測（往復測定）

目的：重力計の検定
：時間変化の検出

方法：MFRI点と５合目点（SL5ST）を可搬型相対重力計により往復測定
：可能な限り複数台の機器で行う
：５合目との間のいくつかの観測点も可能であれば観測する
：精度を保証する為１点あたりの計測時間を長めに

※ MFRI-SL5ST間は重力差が大きく（標高差1200m程度，重力差300mGal程度），
短時間（１時間程度）で往復できるので検定ラインとして最適



往復重力測定

目的：検定，機器の動作確認等

2018年 北大・道総研・産総研

2019年 東大・金沢大学

2021年 産総研

2022年 東大・産総研・金沢大学



重力勾配観測



重力連続観測



今後のデータ公開



今後のデータ公開

◆重力観測点に関する情報
・位置情報
・重力勾配情報

◆観測重力データ
・絶対重力値
・キャンペーン観測〜重力変化
・連続観測データ

◆観測結果の可視化
・火山防災関連



データ公開項目やデータ処理系の統一

◆データ取得には様々な目的があり，
目的に応じたデータ取得方法・データ
フォーマットや処理の流れが存在

⇨どこまで揃えるか？別々で良いか？

※様々な研究者が様々な機械を持ち寄
る富士山においては，ある程度処理系
を共有する必要がありそう．


